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令
和
七
年
度
の
生
駒
警
察
署

少
年
補
導
員
協
会
定
時
総
会
が

七
月
三
日
(
木
)
新
庁
舎
三
階
研

修
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
員
一
名
を
含
め
た
全
二
十

八
名
中
二
十
二
名
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た

委
任
状
も
含
め
、
す
べ
て
の
議

案
審
議
は
滞
り
な
く
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
ご
支
援
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
第
二
部
は

「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
お
け
る
子
ど
も

の
性
被
害
等
の
防
止
」

と
題
し

生
活
安
全
課
長
藤
川

朋
久
氏

よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
例
年
と
趣
向
を
変

え
、
参
加
者
同
士
で
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
そ
の

後
の
班
ご
と
の
発
表
の
時
間
も

あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

大
変
興
味
深
く
有
意
義
な
時
間

を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
温
か

く
見
守
る
活
動
を
続
け
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年

度
も
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
し
私
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
会
長

有
山
豊
茂
)

七
月
二
十
六
日

(
土
)

い
か
る
が
ホ
ー
ル
に
て
開
催

第
一
部

県
立
磯
城
野
高
等

学
校
空
手
道
部
に
よ
る
形
の
披

露
、
少
年
警
察
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

「
少
年
フ
ォ
ロ
ー
ズ
奈

P
O
し
I
」

に
よ
る
活
動
の
紹

介
。第

二
部

基
調
講
演
で
は

「
人
生
は
敗
者
復
活
戦
」

と
題

し
、
朝
日
放
送
『
お
は
よ
う
朝

日
で
す
』

で
長
年
に
わ
た
り
総

合
司
会
を
務
め
て
お
ら
れ
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
岩
本
計
介
氏
が

ご
自
身
の
失
敗
経
験
談
な
ど
を

軽
妙
な
語
り
口
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
は
高
校
野
球
で

有
名
な
徳
島
池
田
高
校

蔦
元

監
督
の
名
言

(
実
は
今
回
の
講

演
タ
イ
ト
ル
は
彼
の
言
葉
だ
そ

う
で
す
)

に
も
触
れ
ら
れ
会
場

は
静
か
な
感
動
に
満
た
さ
れ
ま

し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
す
が
、
奈
良
県
少
年

補
導
員
協
会
か
ら
全
十
二
団
体

が
一
同
に
会
す
る
貴
重
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
来
年
も
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
た
び
長
年
に
わ
た
り
少

年
の
非
行
防
止
、
健
全
育
成
の

た
め
の
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た

秋
山
恵
子
氏
が
、
令
和
七
年
度

少
年
補
導
功
労
者
と
し
て
近
畿

管
区
警
察
局
長
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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一落ち着いて渡さず教えず振り込まず- (生駒南第二小学校)
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着 任 に あ た っ て
予言

生駒警察署 署長

中西 輝彦 このたび、本年3月2 8日付で、生駒警察署長に着任いたしました中西と

申します。日頃から、各種警察活動への深いご理解と多大なるご協力を賜り、

心より感謝申し上げます。

生駒の地では、少年補導員の皆様による熱心な活動が広く知られています。

少年サポート強化デーを軸とした補導活動はもちろんのこと、紙芝居を用いた

被害防止教室など、他には類を見ない創意工夫に富んだ取組には深く感銘を受

けているところでございます。

さて、生駒市は県下で3番目に人口が多い都市でありながら、犯罪の認知件

数は、県下3番目に低く抑えられており、大変治安のよい街です。これは、

日頃からの市民の皆様、そして関係機関の方々が一体となって、地域の安全を見守り、育んできた賜であり、

この場をお借りして深く感謝申し上げます。

少年非行については、少子化の影響もあり、近年は減少傾向にあります。本年上半期における県下の少年

補導者数は1,287人で昨年上半期よりも、 229人減少しています。当署管内においても、 17人と昨年上半期

より 2人減少しており、同様の傾向が見られます。行為種別で見ますと、喫煙と深夜はいかいが大半を占め

ております。これは、いわゆる街頭補導が中心になるためと考えられます。

しかし、インターネット等の情報インフラをはじめとする情報通信技術の急速な普及により、現実空間と

サイバー空間との境界が曖昧となり、様々な犯罪にサイバー空間が利用されているのが実情です。これは少

年犯罪や少年非行も例外ではありません。 SNSを通じて高額報酬を謳ういわゆる「闇バイト」に少年を誘い込

み、犯罪に加担させるものも見られます。加えて、 SNSを通じて、見ず知らずの大人とつながり、児童買春・

児童ポルノ被害に遭うケースも跡を絶たない状況にあり、その他個人情報の拡散等情報化社会のもたらすト

ラブルは枚挙にいとまがありません。

このような新たな脅威は、私たち大人が想像する以上に、少年の身近に潜んでおり、従来の非行対策だけ

では対応しきれない複雑な問題となっています。こうした現状を踏まえ、当署では、関係機関と連携しなが

ら、従来からの街頭補導活動に加え、特に、インターネットを介した新たな脅威に対する意識啓発を強化し、

少年たちが安全にデジタル社会と向き合えるよう、これらを踏まえた被害非行防止教育の推進や、サイバー

空間も含めた少年を見守る社会気運の情勢に力を入れていく所存でございます。

今後とも、少年補導活動への一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

そして、生駒警察署少年補導員協会のさらなるご発展と、皆様のご健勝を心より祈念し、着任のご挨拶と

させていただきます。

生駒警察署 副署長

酒谷 俊寛 本年3月2 8目付けで生駒警察署副署長に着任いたしました酒谷でござ

います。美しい生駒山の裾野に広がるこの生駒市で勤務できますことを大変

光栄に思うとともに、治安の維持という重責に身の引き締まる思いでありま

す。少年補導員の皆様におかれましては、平素から地域の将来を担う少
年の健全育成や非行防止活動に献身的に取り組まれていることに対しまし

て、心から敬意と感謝を申し上げます。

少年を取り巻く環境については、インターネットをはじめとした様々なメ

ディアによる性や暴力に関する情報が氾濫し、少年非行を助長・誘発する営

業も多様化しているほか、短時間で高収入が得られるとした、所謂、 「闇バ

イト」に応募し、犯罪組織の道具として利用され、少年が犯行に加担してしまうケースも発生しています。

警察といたしましても、小学校低学年児童からの非行防止教育を推進するなど、少年が犯罪の被害に遭わな

いための必要な情報発信を強化するとともに、街頭補導活動にも力を入れ取り組んでいるところですが、次

代を担う少年の健全育成を図るためには、少年の規範意識の向上や、地域社会との絆の強化を一層推進し、

非行少年を生まない社会づくりに地域全体で取り組むことが必要です。問題を抱えた少年には積極的に手を

差し伸べ、立ち直りを支援することで再非行を防止するとともに、少年を厳しくも温かい目で見守る社会気

運を向上し、非行少年を生まない地域社会をつくるため、少年補導員の皆様をはじめ、関係機関・団体、家

庭、学校、職場、地域のすべての人々との協働した取り組みを推進して参りたいと考えております。

今後とも少年補導活動へのご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、生駒警察署少年

補導員協会の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げまして、着任の挨拶とさせていただきます。
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生活安全総務係長

梶井 良祐
この春の異動で奈良県警察本部人身安全対策課から異動してまいりました、

生駒警察署生活安全総務係長の梶井と申します。

私の勤務経歴を簡単にご説明しますと、平成2 3年に奈良県警察官として拝

命し、警察学校卒業後は生駒警察署に配属され、交番勤務や留置場勤務を経験

した後、奈良警察署生活安全課、郡山警察署地域課、奈良西警察署生活安全課、

警察本部生活安全企画課、警察本部人身安全対策課での勤務を経て、現在に至

っております。

私は生活安全業務に携わるようになってから、その大部分を事件捜査業務に

従事しており、防犯や少年の非行防止に関する業務に本格的に携わるのは今回

が初めてであったため、周囲の方々に助けていただき(迷惑をかけ)ながら勉強の日々を送っております。

防犯と一言で言いましても、その業務は本当に多岐にわたっており、警察だけで行うことには限界があるた

め、地域住民の協力や、その中でもとりわけ防犯ボランティアの方々の協力が不可欠であることも感じており

ます。そのような中、生駒の防犯ボランティアの方々は、本当に防犯意識が高く活動も活発であることから、

私自身としましても大変励みになりますし、警察活動にも多分にご協力をいただいていることから、本当に感

謝の気持ちでいっぱいです。

特に、生駒警察署少年補導員協会の皆様にありましては、独自で考案・作成された「いかのおすし一人前」

紙芝居を活用した被害防止教室をはじめ、非行・被害防止を目的とした啓発活動も積極的にされており、その

活動や姿勢から多くのことを学ばせていただき深く感銘を受けました。

まだまだ勉強中の身であり、今後もご迷惑をおかけすると思いますが、安全で安心して暮らせる生駒市の実

現に向けて精一杯努めてまいりますので、ご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

生活安全総務主任

栗林 亜里 今春の異動により香芝警察署から異動してまいりました、生活安全課生活安

全総務主任の栗林と申します。

私の勤務経歴を簡単にご説明しますと、平成1 6年に奈良県警察官として拝

命し、交番勤務を経て、生駒警察署生活安全課、警察本部少年課、警察本部生

活安全企画課、香芝警察署警務課・地域課・生活安全課で勤務し、警察人生の

大半を生活安全部でお世話になっております。

生活安全課の業務は、少年事件、生活関連事件、ストーカー事案、 DV事案、

児童虐待事案、行方不明事案、防犯、許認可等、多岐にわたる業務があります

が、私は主に防犯業務に従事してまいりました。

生駒警察署少年補導員協会の皆様には、少年健全育成を目的とした「少年サポート強化デー」での少年補導

活動をはじめ、連れ去り被害防止キーワード「いかのおすし一人前」紙芝居による被害防止教室、非行・被害

防止を目的とした啓発活動など幅広い活動にご協力をいただいており、大変感謝の思いでいっぱいです。

生駒警察署で1 6年ぶりに勤務し、 「生駒市民の方は、パワフルでお元気な方が多く、防犯活動にも熱心な

方が多い!」という印象が強く、一警察官として、生駒市民の方に負けず、 「安全・安心な街づくり」のため、

これからも積極的な防犯活動に取り組んでいきたいと意気込んでおります。警察活動の様子は、奈良県警察公

式SNS (InstagramやFacebook等)で配信しておりますので、皆様、是非ご覧ください!

皆様、よろしくお願い致します!

生活安全総務係貝

清水 康平
今年の春から生駒警察署生活安全課総務係での勤務を命ぜられた清水です。

簡単に私の警察官としての経歴を紹介させて頂きます。私は平成3 1年に警

察官を拝命し、警察学校を経て、橿原警察署地域課に配属となりました。その

後、令和4年に本部地域課自動車警ら隊兼管区機動隊での勤務を命ぜられ、令

和5年に吉野警察署で生活安全課員として勤務し現在に至っています。

私が生活安全課員として勤務することを選んだ理由は、社会的弱者である

少年を犯罪の被害者やその犯人にさせたくないという思いがあったからです。

私が子供だった時に比べてSNSがより普及したことで、知らず知らずの内に

犯罪に加担していたり、逆に犯罪の被害者となったりする事例が多く発生して

います。全国的に問題となっている「闇バイト」が代表的な例ではありますが、精神的に未熟な少年を利用し

犯罪に加担させる手口をなくすためには、少年に何が犯罪になるのか、犯罪に手を染めればどのようなことに

なるのか周知する必要があると思います。

私が生活安全課員として目指すべき所は少年の非行被害をなくすことでありますが、到底警察の力だけでは

成し得ないことです。少年補導員の皆様のお力添えを頂き、街頭での啓発活動を通じて少しでも少年の非行・

被害をなくせるように尽力していきますので、今後も変わらぬご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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新会員さん紹介

川畑 薫

この度、 7月1目に少年補導員の委嘱を受けました
川畑と申します。
総会に行かせていただくと、地元でお世話になって
いる方々やバレーボール関係の方々がいらっしゃ
り、緊張していた気持ちがフツと軽くなりIエバ貴く感じま
した。

子育てもひと区切りがつきましたので、微力ではござ
いますが、子どもたちの為に何かさせて頂きたいと
思い少年補導員を受けさせていただきました。
これからどうぞよろしくお願い致します。

こんな活動をしています

中地区 非行・被害防止啓発

生駒山上遊園地にて 2025.8.8

南地区 安全安I巳、アブノ「ナボノス」普及活動

生駒高校の生徒さんたちと マクドナルド南生駒店にて

2025.了.18

北地区 薬物乱用防止啓発
ココカラファイン上皿台店にて

2025.6.20

令和6年特殊詐欺被害防止川柳コンクール最優秀賞作品

一落ち着いて渡さず教えず振り込まず- (生駒南第二小学校)
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